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平家物語は、単なる本文異同にとどまらず、享受と改変が繰 り返され、様々なヴァリエーションを生み出し
ていった物語である。治承寿永の源平争乱という “歴史"を題材に、様々な “物語"――諸本を生成してき
た編者たちの思惑とは、何であったのか。本書では、平家物語諸本の比較を通して独自の表現や記事、改変
された部分をあぶり出し、その基盤の追究から、物語生成の動機や場、背景をつぶさに考察する。
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『平家物語』の説話と学問

応永書写 (延慶書写奥書)『平家物語』とそこに離合・集散したもろ
もろの「文・物」を、個々の「説話」を開いて解いてみる試み。生成
の場のひとつに「伝法院」を仮に想定し、『太平記』生成の最初期の
“動向"と『三国伝記』の生成と応永書写延慶本『平家物語』とをゆ
るやかに結ぶ “ネット"を明らかにしようとする。
レA5判・402頁 /本体 12,000円         ISBN牛 7842-1258-2

源 平 の 時 代 を 視 る    三松学舎大学学術叢書
二松学合大学附属図書館所蔵 奈良絵本『保元物語』『平治物語』を中心に
磯水絵 。

Jヽ井主會敏 。小山聡子編
二松學舎大学大学東アジア学術総合研究所の共同プロジェクトの成果
【執筆者】磯水絵/石川透/小井土守敏/小森正明/山本陽子/出 口

久徳/小山聡子/山 田雄司/恋田知子/源健一郎/佐藤進/麻原美子
/松尾葦江
レA5判・278頁 /本体 4,800円        ISBN978-4-7842-1735-9

典籍と史料
大取―馬編           龍谷大学仏教文化研究叢書
真宗学・仏教学・史学 。国文学などの広汎な仏教文化の最新研究成果
【執筆者】内田美由紀/鈴木徳男/安井重雄/岩井宏子/小田剛/日

比野浩信/浜畑圭吾/カロ美甲多/酒井茂幸/小山順子/三浦俊介/田
村正彦/開根真隆/大取一馬/玉木興慈/楠淳證/後藤康夫/新倉和
文/原田信之/三輪正胤/日 下幸男/内 田誠―/万波寿子
>A5判・686頁 /本体 8,500円        ISBN978-4-7842-1592-8

平家物語 (全 4巻 )
大取一馬 責任編集           龍谷大学善本叢書
龍谷大学図書館所蔵写宇台文庫旧蔵の「平家物語」全12巻 を影印で収
録。同書は語り本系一方流諸本の中で覚一本の最善本として高く評価
され、文学的に最も完成された伝本といわれる最古写本。岩波本 「日
本古典文学大系」の底本となったものである。

レA5判・平均520頁/本体 42,000円        ISBN4-7842-079牛 5

餘磐聖豪覚一本新考
平家物語には様々な異本が存在する。本書では12巻の覚一本を最も信
憑すべき伝本とし、覚一本を読む中で気づいた諸点をあげながら、そ
の成立根拠を確認し、覚一本から派生した人坂流本の成立流伝に注目
すべき本文を引用して、比較・検討 した。平家物語研究に新たな知見
を提供する一書。
レA5判・418頁 /本体 9,600円          ISBN牛 7842-0785-6

籍 藝
物語諸本の研究

昭和18年『平気物語諸本の研究』において注目された著者が長い間の
平家物語伝本の研究の成果を再び学界に問う。
【内容】第一章 一流より人坂流へ移る初期の諸本/第二章 人坂流
甲類諸本/第二章 人坂流乙類諸本/第四章 増補せられた諸本/第
五章 その他の研究/第六章 附載論文
レA5判・610買/本体 9,800円          ISBN4-7842-0175-0

※平家物語 百二十句本
高橋貞一校訂
百二十句本の伝本としては、古く国会図書館蔵の九冊本と京都府立総
合資料館蔵本が知られていたが、更に天理大学蔵本 (大島氏旧蔵)、

安田文庫蔵本、天理大学蔵本 (鍋島家旧蔵)と 国会図書館蔵本 (古典
文庫影印)力功口わつた。本書は総合資料館蔵の翻印であるが、平仮名
本である性質上、平気物語研究者のみならず、国学的にも貴重な資料。
レA5判・668頁/本体 4,000円          ISBN4-7842-0135-1

太平記的世界の
八木聖弥著
国文学の本文研究、歴史学の事実認定に偏してきた『太平記』。『太平
記』の描く時代を広く文化史学的視点から論じ、多様な価値観が結合
されたその時代性を浮き彫りにする。
【内容】研究史/『太平記』とその時代/『太平記』的世界の信仰/

猿楽能と『太平記』的世界/『太平記』的世界から幽玄的世界ヘ
レA5判・290頁/本体 6,800円          ISBN牛 7842-1021-0

日本文学とその周辺
大取一馬編           龍谷大学仏教文化研究叢書
龍谷大学仏教文化研究所の研究者陣による指定研究、「龍谷大学図書
館蔵中世歌書の研究」 (平成23～25年度)において問題になつた諸点
や、温めてきた問題の論文を二部構成にまとめた一書。時代や分野が
異なつた専門領域をもつ各研究員により、研究テーマの和歌文学にと
どまらず、多岐にわたる内容の論文を収録。
レA5判・626頁/本体 8,400円        ISBN978-4-7842-1771-7

※中世の文学と学問
大取一馬編           言言谷大学仏教文化研究叢書
【内容】はしがき (大取一馬)第一草 中世の学問 (三輪正胤/安井

重雄/来田隆)第二章 中世の文学 〔第一節 和歌文学の研究〕(鈴木
徳男/小山順子)〔第二節 物語文学の研究〕 (忠住佳織/松田美由貴
/浜畑圭吾/官川明子)第二章 中世の作品の享受とその展開 (西山
美香/中條敦仁/小林強/万波寿子/日 下幸男)

レA5判・492頁 /本体 81400円          ISBN牛 7842引 271-X

※
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I平
言己              龍谷大学善本叢書

大取一馬 責任編集/加美宏・ 浜畑圭吾解説
龍谷大学図書館所蔵の『太平記』は、室町時代末期の写本で、巻 1か
ら巻12ま での12冊である。現在の分類では丙類の天正本系統に分類さ
れ、国立国会図書館蔵義輝本と同じ祖本をもつ伝本であるという位置
づけがなされている。痛宇豊文庫本の一つである当該本を影印で収録。

レA5判・794頁 /本体 151000円        ISBN978-牛 7842-1365-8

高橋貞一国文学論集
高橋貞一著
『平家物語諸本の研究』という画期的な名著をはじめ、『保元物語』『平
治物語』は勿論、『義経記』『太平記』など軍記物の研究では他の追随
を許さぬ一大金字塔を打ち建てた高橋貞一博士の古稀記念出版。本書
には、氏の主領域を越えて国文学全域に注がれた氏の考察を窺える諸
論稿22篇 と六代勝事記新註を収める。
>A5判・376頁/本体 7,500円          ISBN牛 7842-0195-5

研究

川辟経多』
『狭衣物語』の受容の様相を文献学的見地から徹底的に分析検証し、
連歌師紹巴が天正18年に著した『狭衣下紐』を享受史の中核に位置づ
けた。陽明文庫所蔵『狭衣下紐』 2種 (近衛信雰筆外題・近衛尚嗣筆
外題)、 宮城県図書館伊達文庫蔵『狭衣物語抄』(猪苗代兼寿作)ほか
未紹介資料5種を全文完全翻刻掲載。
>A5判・640頁/本体 12,000円        ISBN978-4-7842-1486-0

享受史論究

太平記諸
高橋貞一著

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』

本書は、「太平記」の諸伝本を四系統に大別し、それぞれの伝本の性
質、成立事情を考究、またその出典を国書、漢籍、仏典と分類して総
合的に検討する。「太平記」の性格を究明し、その基礎的研究として
は空前のものである。

レ菊判・860頁 /本体 15,000円         ISBN牛 7842-018卜 5

※新校 太平記 (全 2巻 )
高橋貞一校訂
現在世に流布する「太平記」は、室町末期成立の四十巻本であるが、
その旧態をとどめる古写本の印行は、神日本と西源院本のみである。
この神日本によつて増補された所を旧形に復し、その欠失する巻々を
西源院本によつて補い、更に今川家本相承院本等を参照して誤説を訂
正、一般読者のために旧態の「太平記」を提示する。
レ菊判・総1300頁/揃本体 19,000円

※後鳥羽院政の展開と儀礼
谷昇著
本書は、後鳥羽天皇 (上皇)が課せられた政治課題とそれに対する対
応=政策理念が、宮中の儀式・行事である公事と修法・寺社参詣参籠
等宗教儀礼の中に具現しているとする視点から、それらが果たした政
治的役割を個別具体的に検証することにより、多面的な視点に立った
後鳥羽理解、政治史叙述を企図したものである。
レA5判・328頁/本体 6,000円        ISBN978-4-7842-1536-2

話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい。  ※印の書籍は外函・

本の研究

を年4回無料でお送りしています。
カバーに汚れ・傷みがございま


